（ナシ） by 神尾登紀子 & かみおときこ
石清水八幡宮と神仏分離
─近代京都における風景の一断面─

























































































   右ノ通相心得，致復飾候面面ハ，当局ヘ届出可申者也），
 次いで，本格的な神仏分離の事が神祇官事務局より達せられた。
    神祇官事務局達 元年三月二十八日
一中古以来，某権現或ハ牛頭天王之類，其外仏語ヲ以神号ニ相称候神社不少候，何レモ其神
社之由緒委細に書付，早早可申出候事，





   右之通被 仰出候事），
『明治天皇紀』慶応Ბ年Ა月	日条には以下のように記される。




























































































































    三所大菩薩移二坐此男山峯一即奉レ安二置御体一縁記







































































































   東御前 神功皇后
   中御前 応神天皇















仁 徳 帝 弟
治の皇子），上高
良（武内大臣），下高良（藤





















    御 築 垣 内 鐘  楼
    馬 場 前 蔵  経  元 三 堂
    西   谷 八角堂  弁 財 天  大  塔  尊勝院   
    南   谷 愛 染 堂  開 山 堂  多聞坊  豊蔵坊  観音院
    東   谷 琴  塔  護 国 寺  観 音 堂  行教院  旡動院
          松花堂  阿弥陀院  胡蝶坊  山井坊  辻本坊
          橘  坊  椿  坊  石経蔵  大西坊  松  坊
          北  坊  白壁坊  鐘楼坊  栗本坊  福泉坊
          萩  坊  塔  坊  太 子 堂  行願院
    山 下 宿 院 極楽寺  鐘  楼
    下院馬場前 放 生 亭  餌蒔地蔵  高  坊  正明寺  大石塔
          真如院  庚 申 堂  谷不動堂  神 応 寺  乗神宮寺
          弁財天堂  祇 園 院  観 音 堂  地蔵堂  鐘  楼









































































    ▲十日 南
    八幡山にゆく道をしるす。































   十一日。雨いささかに降りて，やみぬ。かくしてさし上るに，東の方に，山の横ほれるを見
て，人に問へば，「八幡の宮」といふ。これを聞きて，喜びて，人々拝み奉る。





























































































































     貞観元年






















      画工 浪花春朝斎竹原信繁
             印  印
      長島六右衛門
彫工　京師　山本長左衛門
      伊沢又治郎
安永九年 同　　浪花　藤江喜平次
子中秋       岸本彦右衛門

















    本社内陣 
     阿弥陀仏金剛像一体（丈一尺八寸）厨子に安置







   明治初年の兵火により灰燼に帰す
    高良社 極楽寺（阿弥陀霊像のみ火災を免れ善法律寺に安置）神宮寺
   明治初年神仏分離の時撤去
    護国寺 宝塔院（里俗琴堂と云う）大塔 愛染明王堂 開山堂 太子堂
   明治Გ年神社の革新のため撤去












     京都市の西南に位置する八幡の石清水八幡宮は，この国を神として統治した偉大な天皇を祀るために，清
和天皇によって創建された。
     この神社は淀の南西の小高い丘にあるため，淀川を大坂から伏見へ上る舟からも見える。
     八幡宮の建物は極めて荘厳で豪華で，この国の最も崇拝される人々を祀った神社の一つであるといわれる。
     三条からここへは約四里。
	）新修京都叢書刊行会『新修京都叢書第	巻 京城勝覧』臨川書店，年，		ページ。

）同上書，	
ページ。
）菊池靖彦他校注・訳『新編 日本古典文学全集 土佐日記』小学館，年，	ページ。
）前掲拙論。
）その典型が，Ვ月日に営まれる放生会である。社僧が中心の祭礼である。放生会についての起源は諸説ある
が，宇佐の放生会は神社における行事として最古の儀礼である。八幡神が石清水に勧請されるにともない仏教的
神事として盛大になった。近代の神祇院は「特殊神事」として認めるところである。
 文政三（	）年刊行された石清水八幡宮所蔵『細見 男山放生会図録』には，その詳細が納められている。
当該版本については，別の機会に詳述することとしたい。
『洛陽名所集』には，石清水八幡宮の放生会について以下のように記されている。
 石清水の放生会は。八月十五日也。年ごとに八月朔日より。十五日にいたりて。人を諸処につかはし。数十万
の魚買とり。山下の小河にはなちたすく。さて十五日の早朝に。供養のため。神輿を山下におろし。祠官おのお
の衣服をよそほひ。伶人伎楽を奏し。供奉の体すなほに。きびしくて。法会罷てのち神輿を山上にかへし奉り。
祠官また浄衣を着し。白枝をつ江につき。草鞋をはき侍りて。葬儀に准しけりこの日。朝廷より上卿宰相弁衛府
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阪南論集　人文・自然科学編 Kda#
Cd#	
を男山につかひ向かはしめ。内蔵寮使宣命をうけ侍りぬ。延久二年より。行幸の儀式に准じ六府已下供奉しけ
り。
本論文を作成するにあたっては，石清水八幡宮宮司田中恆清氏のもと，同宮禰宜西中道氏から極めて貴重な未公開資
料の提供及び，ご教示を受けた。謝して御礼を申し上げる次第である。
（		年Ვ月
日受付）
（		年	月	日掲載決定）
出所）『細見 男山放生会図録』
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